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研究内容
　৘ใج൫γεςϜֶࣨڀݚͷελοϑ͸ɺ全ֶʹର͢Δ৘ใॲཧαʔϏεఏؔػڙͰ͋Δ૯合৘ใج൫ηϯλʔ 	*5C
ͷελοϑͱ͠
ͯͷ໾ׂ΋݉Ͷ͓ͯΓɺͦͷݧܦ΍知ݟΛ࠷͔͠׆ઌ୺ͷωοτϫʔΫٕज़΍ίϯϐϡʔλωοτϫʔΫʹؔ͢ΔڀݚΛج൫ٕज़ɾԠ
༻ٕज़ͷ両ํͷଆ໘͔Β行ͬͯ ͍· Ň͢  ·ͨɺ本ֶෟଐਤॻؗͷి子ਤॻؗαʔϏεͷߏஙʹܞΘΓɺ৽ͨͳϝσΟΞ؅ཧٕज़ʹؔ
͢Δڀݚ΋行ͬͯ ͍· Ň͢

）̍ύʔϕΠγϒ�ϢϏΩλείϯϐϡʔςΟϯά
実ۭؒͷ͋ΒΏΔϞϊ͕ωοτϫʔΫʹ઀ଓ͞Εͨڥ؀	ϢϏΩλε�*o5�.2.؀

ڥʹ͓͍ ɺͯਓ΍֗ͷঢ়گΛ৘ใγεςϜ͕ηϯασʔλΛղੳͯ͠ ཧղ͠ɺਓʑ
ͷ利ศੑΛ高ΊΔثػͷ遠ִࣗಈ੍ޚ΍ɺਓʑͷҙܾࢥఆΛଅ Α͢͏ͳޮՌతͳ
৘ใఏࣔʹ͍ͭ ɺͯڀݚ։ൃΛ行ͳͬͯ ͍· ɻ͢

̎）σʔληϯλʔʗωοτϫʔΫӡ༻ٕज़
Ϋϥ΢υίϯϐϡʔςΟϯάͷීٴʹ൐͍高ੑೳԽɾ高ີ౓Խ͕ਐΉσʔληϯ 
λʔͷӡ༻ٕज़ʹऔΓ૊ΜͰ͍· ɻ͢ಛʹɺωοτϫʔΫ্ͰσʔλΛ保ଘɾڞ 
༗͢ΔΦϯϥΠϯετϨʔδͷσʔλ؅ཧٕज़ɺΫϥ΢υαʔϏεج൫ͷ؅ݯࢿ 
ཧɾӡ༻ࢧԉٕज़ɺ௨৴τϥϑΟοΫͷܦ࿏੍ޚʹؔ͢ΔڀݚΛ行ͬͯ ͍· ɻ͢ 
ɾ࣌֐ࡂʹඞཁͳ௨৴ͷ༏ઌ੍ޚ（2oS）ʹؔ͢Δڀݚ
ɾฏৗ࣌ͱ࣌֐ࡂͷ௨৴ཱ֬ͷํ๏Λ੾Γସ͑Δ౳ͷٕज़։ൃ
ɾۭ中ු༡ܕϝοηʔδϑΣϦʔΛ༻͍ͨ৘ใऩूγεςϜ


Ӵ੕ωοτϫʔΫ	ωοτϫʔΫ࣌֐ࡂ（̏
௨৴Πϯϑϥ͕ੇஅ͞ΕΔͳͲͷ大ن໛࣌֐ࡂʹ͸ɺӴ੕௨৴γεςϜͷۃ͕༺׆Ίͯॏ
ཁͱͳΓ· ɻ͢௿ଳҬɾ高஗ԆͷӴ੕ճઢͷݶΒΕͨϦιʔεΛ࠷大ݶ༗ޮ׆༻͢Δ௨৴
ख๏ʹ͍ͭͯڀݚ։ൃΛ行ͳͬͯ ͍· ɻ͢ ൃࡂॳಈݱ͍͓ͯʹ࣌場ελοϑ͸֐ࡂରԠʹ
ઐ೦͢Δඞཁ͕͋Γɺฏৗ࢖ʹ࣌༻͢Δ୺末͕ͦͷ··͑࢖Δڥ؀ఏڙͷ͋Γํʹ͍ͭͯ
΋ٞ࿦ͯ͠ ͍· ɻ͢·ͨɺ広Ҭʹ௨৴ΠϯϑϥΛଈ࣌ʹ෮͢چΔ͜ͱ͸ࠔ೉ͳͨΊΦϑϥΠ
ϯͷݱ場Ͱ৘ใΛऩू͠ɺΦϯϥΠϯͷආ೉所౳ʹσʔλΛಧ͚Δۭ中ු༡ܕϝοηʔδ
ϑΣϦʔͷ։ൃΛ行ͬͯ ͍· ɻ͢

̐）ηΩϡϦςΟ
Πϯλʔωοτʹ઀ଓ͞Εͨثػ͸ৗʹϚϧ΢ΣΞ΍%oSܸ߈ͷڴҖʹ͞Β͞Ε͍ͯ· ɻ͢
*o5 � .2.ͷීٴʹΑΓɺैདྷͷαʔό΍ΫϥΠΞϯτ1CͷΈͳΒ ɺͣࣗಈं΍ϩϘοτɺ
ηϯαʔϊʔυ౳ɺ༷ʑͳثػͷ੬ऑੑͷՄೳੑ΍ͦͷର͕ࡦॏཁͳ՝୊ͱͳͬͯ ͍· ɻ͢

̑）௒ྟ場1*ۭؒײ఻ૹγεςϜ
௒高଎ *1 ωοτϫʔΫ Λ׆༻͠ ɺͯ௒高ਫ਼4,�8 ࡉ, ө૾ɺ͓ΑͼɺཱମԻڹΛ఻ૹ͢Δख๏Λ༻͍ɺ実ۭؒʹඖఢ͢Δ௒ྟ
場ۭؒײΛ遠ִ஍ʹܗ੒͢Δ͜ͱΛ໨ඪʹ͓͖ɺө૾�Ի੠�*1 ωοτϫʔΫͷڀݚΛ行ͬͯ ͍· ɻ͢

研究設備
⿠ੈ࣍୅情報基盤研究システム
⿠ฒྻॲ理実験・Ϗッάデータ解ੳ用サーόクラスタシステム
⿠খن໛ࢉܭサーό

研究業੷・共同研究・ࣾձ׆ಈ・外部資金など
⿠8IDEプロジェクト、サイόー関੢プロジェクト
⿠(独)情報通信研究機構
⿠NTTະ来Ͷっと研究所
⿠ே日์ૹ(ABC)、スカύー +SAT、みなとޫ؍όス
⿠౦ژ大学、大阪大学、ܚጯ義क़大学、ژ౎産業大学、立໋ؗ大学、
　ਆಸ઒工科大学

実用ੑをॏࢹした実環境をར用した研究を৺͕͚て͍ます

研究を始めるのに必要な知識・能力
　情報通信に関する基礎知識、ಛにTC1/I1に関する知識
　プロάラミンά能力

研究室の指導方針
　ೖ学後൒೥͙らいは、研究のための基礎知識・スΩϧを身につけるために、研究室内プロジェクトを実ࢪする。その後、研究室ミーティ
ンάでの議論により研究テーマをߜりࠐむ。基本的には、学生が主体となって研究を遂行するが、ఆظ的（ि̎ճఔ度）な研究室ミーティ
ンάにおいて研究ࢦಋを行う。

この研究で身につく能力
　情報通信ಛにインターωット・セΩϡリティに関する先進技術の理解、通信データやセンサデータのϏッάデータ解ੳ能力、情報科
学分野における技術に関する問題点を分ੳする能力、問題解決策をߟࢥする能力ならͼに創造する能力、問題解決策の有用性を主ு
するためのプϨθンテーション力ならͼにίミϡχέーション力、自主的な研究遂行による自؅ݾ理能力、研究遂行࣌に༧૝֎の事態
に対応する応用力

修了生の活躍の場
　国内通信ΩϟリΞ、国内電機メーカー、情報通信ܥ研究機関
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